５年　走りはばとび　　　　　　　　　　　
1． 学習のねらい

　　自分に合った助走距離を見つけたり，遠くへ跳ぶための工夫をしたりして，自分の記録に挑戦する。

2． 学習のみちすじ

　　ねらい①　自分に合った助走距離を見つけながら，自分の記録に挑戦する。

　　ねらい②　助走や踏切，空中動作など，より遠くへ跳ぶための工夫をして，自分の記録に挑戦する。

3． 学習計画
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はじめ

　　　　　　　　ねらい①　　　　　　　　　　　　　　ねらい②

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　まとめ


4． １時間の使い方

　　ねらい①　

　　０　　　　　　　１０　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３５　　　　　　　　４５

	はじめ
	なか
	まとめ

	準備・体ならし

めあての確認
	ねらい①の活動
	学習の振り返り

後片付け


　

ねらい②

　　０　　　　　　　１０　　　　　　　　　　１８　　　　　　　　　３５　　　　　　　　４５

	はじめ
	なか
	まとめ

	準備・体慣らし

めあての確認
	ねらい②の活動
	学習の振り返り

後片付け

	
	跳び方の工夫
	記録に挑戦
	


5． 学習の場

（記録に挑戦の場）　　　　　　　　　　　　　　　　↓ふみきりゾーン50cm幅

　　　　　　　　　　　　　　壱壱
　　　　　　　１・２グループ


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３・４グループ


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５・６グループ

※助走距離は、１５～２０メートルで、ロープに１メートルごとに印をつけておく。

陸上－４３【走りはばとび－５年－①】

（練習の場）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　踏切板（１０ｍ助走）


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　フープ（３歩３m助走）


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　跳び箱（３歩３m助走）

6． 準備物

・メジャー　　　・砂ならし　　　・体育用いす　　　・コース用ロープ　　　・学習カード

・踏切板　　　　・跳び箱　　　　・フープ　　　　　・はた　　　　　　　　
７．単元に入る前の準備

　　・１メートルごとに印をつけたコース用ロープを作り，かけるポイントを打っておく。

　　・グループを決めて，学習カードを作る。グループは生活班でもよい。

　　・砂場の砂を掘り起こしておく。

　　・踏切板に踏み切る目印をつけておく。

８．「はじめ」の時間の指導

　　①単元計画を知らせる。

　　　「今日から走り幅跳びの学習を６時間します。」

　　②どんな運動か知らせる。

　　　「走り幅跳びは，助走して踏切ゾーンで片足で踏み切り，着地をします。この踏み切ったところから着地したところまでの距離を測り，記録に挑戦する運動です。助走や踏み切り，空中動作を工夫して自分の記録が少しでも伸びるようにがんばりましょう。」

③一時間の使い方や役割分担，約束，記録の仕方を知らせる。

　　　「一時間の使い方は，準備と体慣らしで１０分，記録の挑戦する時間が２５分，まとめと後片付けが１０分です。」

「役割分担をしましょう。記録・砂ならし・計測２名・安全確認（旗で合図）を決めてください。お互い相手のグループの人の記録をとることになります。安全に正確にすばやくできるといいですね。」

　　　「踏切ゾーンをこえて踏み切った時は，もう一度だけ挑戦できることにしましょう。」

　　　「記録はこの学習カードに記録係が書き込みます。」

　　　「自分のグループが全員１回ずつ終わったら，係を交代します。」

　　④場の作り方と後片付けの仕方，計測の仕方を知らせる。
　　　「記録係の人は，学習カードと筆箱を用意し，体育用のいすを準備します。」

　　　「砂ならし係の人は，相手のグループの人と協力して砂ならしを１つ準備します」

　　　「計測係の二人は，相手のグループの人と協力して，コース用ロープを準備します。」

「安全確認係の人は，相手のグループの人と協力して，旗とメジャーを用意します。」

「後片付けは，準備したものを元の場所に片付けます。」

陸上－４４【走りはばとび－５年－②】

「測るときは正確に測るようにしましょう。」


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


　　　「跳ぶ人の邪魔にならないようにしましょう。」

９．「なか」の時間（ねらい①）の指導

　　①体慣らしを観察する。

　　　「踏み切りにちょうどよい助走距離を見つけ

ながら体慣らしをしましょう。」

　　　「踏切板を使ってもいいですよ。」

②目標記録を決めさせる。

　　　「自分の前回の記録を見て，今日の体調も考えて，

目標記録を設定しましょう。」

　　③進め方を見ながら，跳び方を確かめる。
　　　「片足で踏み切って，両足で着地しましょう。」

　　　「最高のスピードで踏み切ることができる助走

距離を見つけて跳びましょう。」

　

１０．「なか」の時間（ねらい②）の指導

①工夫するための体慣らしの場の作り方を知らせる。

　「グループで分担して，跳び箱やフープ，踏切板を準備します。」

　「跳び箱の場では，着地の意識を大切にします。高く跳んで両足でふわっと膝を曲げて着地をします。」

　「フープの場では，踏み切りに入る前のリズムを意識します。強く踏み切るためのリズムをつかみましょう。」

　「踏切板の場では，強く踏み切ることを意識しましょう。パンと大きな音がするようにしてみましょう。」

　　　　跳び箱の場　　　　　　　　　フープの場　　　　　　　　　　　踏切板の場
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陸上４５－【走りはばとび－５年－③】

　　②課題をもって記録に挑戦するように指導する。
　　　　「助走や踏み切りの仕方，着地など自分の課題をもって学習しましょう。」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


　　　　「空中姿勢の工夫でイメージしやすいように

　　　　　跳んでいる絵があります。よく見てみましょう。」　　

　　③教えあいや励ましあいの大切さを伝える。

　「友達の跳ぶ姿をよく見て，うまくできていたところを伝えたり，アドバイスしたりすることで，みんなの記録がのびていくといいですね。協力し合いましょう。」

１１．「まとめ」の時間の指導

　　①今日の学習の振り返りを促す。

　　　　「がんばれたことや工夫したこと，うれしかったことを発表しましょう。」


②単元の学習の様子やできばえの振り返りを促す。
「はじめのときよりどれだけ記録が伸びましたか。」

　　　　「工夫したことやうまくいったことは何ですか。」

　　　　「友達と学習してよかったことは何ですか。」

１２．参考資料

　　　・Webページ「京都市小学校体育研究会」で検索してください。

　　　・体育実技講座冊子

陸上４６－【走りはばとび－５年－④】

足裏全体を使って，力強い踏み切りで体をうかせているか。





高く跳んでふわっと着地するイメージを意識しているか。





学習の進め方がスムーズにいくように観察・指導する。


・安全確認をしているか。


・砂ならしは，手早く作業しているか。


・記録は正しく計れているか。


・片足で踏み切り，両足で着地できているか。


・踏切ゾーンの中で踏み切っているか。


・一人一人が目安の記録を知り，記録に目が向いているか。


・メジャーの使い方は正しいか。





最後の一歩をすばやくして，リズミカルな助走で踏み切りに入っているか。





工夫





助走→スピードが落ちないでリズムよく踏切に入っているか。








踏切→力強く体が浮くように踏み切っているか。





空中動作→体が伸びきったままになっていたり，前のめりになっていないか。








着地→手を後ろについたりしりもちを付いたりせずに，膝を曲げてふわっと着地しているか。





記録に挑戦しているときの子どもの様子を観察し，工夫していたところやよい記録につながっていたところを紹介する。このときに，実際に跳んでもらうとよい。





励ましあっていたり，安全に正確にすばやく測っていたりしているよいところを取り上げ，伝えるようにする。





５０メートル走の記録をもとにしためやす表は，学級の実態に応じて使用するとよい。








